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おおしま
住民カレンダー March（弥生）3月3月

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1

8

15

22

29

5

6

13

20

27

3

5

12

19

26

2

7

14

21

28

4

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

大島海洋国際高校
図書館開放日
（土のみ2時～4時）

移動図書館車
ひまわり号巡回日
（雨天中止）

ご
み
収
集

普通ごみ
金属類

元－元町、北－元町字仲野馬の背以北及び北の山
岡－岡田、泉－泉津、野－野増、間－間伏
差－差木地、ク－クダッチ、波－波浮港、沖の根

注：差木地沖の根地区の方は、波浮港地区の収集日に収集しています。

《
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
》
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
朝
8
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
2
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
日
程
変
更
等
に
つ
い
て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

4

11

18

25

1

元 　 町
北 の 山
岡 　 田
泉 　 津
野 　 増
差 木 地
波 浮 港

計
昨 年

1,471世帯
780 〃 
462 〃 
228 〃 
340 〃 

1,075 〃 
474 〃 

4,830世帯
4,824世帯

2,744人
1,444〃　   
901〃　
421〃　
581〃　
1,848〃　
715〃　

8,654人
8,745人

大島町の世帯と人口
（23・2・1）

江戸みこしと
あんこパレー

ド
江戸みこしと

あんこパレー
ド

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2.3.4・北・野
岡・泉・差・波
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

ちびっ子歯科相談
6・9カ月児健診

歯周病予防相談火山博物館休館 水道メーター検針
（～27日）
親子で歯科相談

大島町文化祭作品展
（～13日）

国民健康保険税
　第10期納付期限
水道料金納付期限

行政相談
こころの健康相談
6・9カ月児健診

大島C級グルメ
　　　　　選手権

6・9カ月児健診

サンセット
パームライン
駅伝競走大会

住民税申告受付
（波浮港老人福祉館）
メタボ予防食事相談
6・9カ月児健診

住民税申告受付
（開発総合センター）

住民税申告受付
（差木地公民館）

住民税申告受付
（野増出張所）
簡単バランス食相談

住民税申告受付
（岡田コミュニティセンター）
法律相談
こころの健康相談
6・9カ月児健診

住民税申告受付
（泉津公民館）
糖尿病予防栄養相談

御神火温泉休館住民税申告受付
（北の山公民館）

（4月）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

ク・間

ク・間

ク・間
発泡スチロール
（各地区回収箱）

波

波

波

波

ウルトラランニング農業委員会

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・波

プラスチック製品
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・波

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・波

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・ク
間

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・ク
間

ク・間
発泡スチロール
（各地区回収箱） 波

元1.2・北・野・ク
間

（北部）

（南部）

（北部）

（北部）

（南部）

大
島
町
文
化
祭
　
作
品
展

3
月
11
日（
金
）〜
13
日（
日
）　
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

春分の日

燃やせるゴミ
収集しません

椿まつりオープニングパレードに“ 江戸みこし ”参加のきっかけ
はなんだろう？今年 36回目だけれど…？
当時あまり盛大ではなかった椿まつりオープニング。東海汽船の
山崎社長が営業にいた頃「景気づけに！」と浅草の神輿会「助六会」
に入り、昭和 51年に仲間を誘って 2基のみこしで参加したのが始
まりとのこと。
毎年パレードを盛り上げるために参加してくれる江戸みこしに
は、そんな歴史があったのかぁ。感謝！！㋐

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

C級グルメ
選手権大会

3月20日（日）
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日
本
国
民
で
20
歳
以
上
の
方
に
は
選
挙

権
が
あ
り
ま
す
が
、
「
選
挙
人
名
簿
」
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

《
投
票
で
き
る
方
》

　
大
島
町
で
投
票
で
き
る
方
は
、
平
成
3

年
4
月
11
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
平

成
22
年
12
月
23
日
ま
で
に
住
民
登
録
（
転

入
届
）
を
済
ま
せ
、
引
き
続
き
3
カ
月
以

上
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

《
都
内
の
市
区
町
村
間
で

　
　
　
　
　
　
　
転
出
・
転
入
し
た
方
》

　
平
成
22
年
12
月
24
日
以
降
に
都
内
の
市

区
町
村
間
に
お
い
て
転
入
届
を
提
出
し
た

方
は
、
移
転
が
１
回
に
限
り
前
住
所
地
で

投
票
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
前
住
所
地
で
投
票
す
る
場
合

は
、
確
認
の
た
め
「
引
き
続
き
都
内
に
住

所
を
有
す
る
証
明
書
」
ま
た
は
「
住
民
票

（
選
挙
用
・
無
料
）
」
が
必
要
で
す
。

《
町
内
で
の
転
居
》

　
大
島
町
内
で
の
転
居
は
、
3
月
17
日
ま

で
に
転
居
届
を
提
出
し
た
場
合
は
新
し
い

住
所
地
の
投
票
所
で
、
3
月
18
日
以
降
に

転
居
届
を
提
出
し
た
場
合
は
、
転
居
前
の

投
票
所
で
投
票
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

《
投
票
所
入
場
券
（
兼
宣
誓
書
）
》

　
投
票
で
き
る
方
に
は
投
票
所
入
場
券
を

投
票
に
行
こ
う
！
あ
な
た
と
東
京
の
た
め
に

投
票
に
行
こ
う
！
あ
な
た
と
東
京
の
た
め
に

公
共
駐
車
場
　  

使
用
開
始

郵
送
し
ま
す
の
で
、
投
票
の
際
に
は
忘
れ

ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
万
一
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
投
票

所
受
付
に
て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
回
か
ら
入
場
券
の
裏
面
に
期

日
前
投
票
宣
誓
書
記
入
欄
を
設
け
ま
し
た

の
で
、
期
日
前
投
票
さ
れ
る
方
は
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

今回より入場券裏面に宣誓書を印刷します。
　期日前投票される場合は記入してください。
　選挙当日投票される場合は、記入の必要はありません。

出入口付近への路上駐車はしないようご協力お願いします

投票所入場券裏面の右側

都
知
事
選
挙

告
示
日
　
3
月
24
日
（
木
）

投
票
日
時

　
4
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
7
時
〜
午
後
8
時

あ
て
は
ま
る
数
字
に
○
を
つ
け
る 
（
4
は
省
略
）

期日前投票所に来る日

　
町
役
場
前
の
都
道
に
面
し
た
公
共
駐
車

場
の
2
階
部
分
が
、２
月
10
日
よ
り
使
用
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
の
た
め
の
路
上
駐
車
解
消
を

目
的
と
し
た
公
共
駐
車
場
で
す
の
で
、目
的

に
沿
っ
た
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、1
階
部
分
の
駐
車
場
と
多
目
的
広

場
の
利
用
開
始
は
、3
月
下
旬
頃
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

入口

出口

一部

路上
駐車

禁止
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《
期
日
前
投
票
》

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
所

へ
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
。

○
期
日
前
投
票
所

﹇
期
間
﹈
3
月
25
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
月
9
日
（
土
）

﹇
時
間
﹈
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
期
日
前
投
票
の
方
法

　
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に
必
要
事
項
を

記
入
し
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

《
不
在
者
投
票
》

○
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　
島
外
に
入
院
さ
れ
て
い
る
方
や
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方

で
、
そ
の
施
設
が
指
定
施
設
で
あ
れ
ば
、

入
院
先
や
老
人
ホ
ー
ム
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
島
外
滞
在
の
場
合

　
所
定
の
手
続
き
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
滞
在
先
の
選
挙
管

理
委
員
会
に
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
郵
便
等
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
は
自
宅

で
郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
事
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
不
在
者
投
票
期
間
﹈

　
3
月
25
日
（
金
）
〜
4
月
9
日
（
土
）

﹇
郵
便
に
よ
る
投
票
用
紙
等
請
求
期
限
﹈

　
4
月
6
日
（
水
）
　

　
大
島
町
の
町
議
会
議
員
と
町
長
選
挙
は

4
月
24
日
が
投
票
日
で
す
。

　
投
票
方
法
な
ど
は
都
知
事
選
挙
と
共
通

し
て
い
ま
す
が
、
投
票
で
き
る
方
が
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
投
票
で
き
る
方
》

　
平
成
3
年
4
月
25
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
で
平
成
23
年
１
月
18
日
ま
で
に
住
民
登

録
（
転
入
届
）
を
済
ま
せ
、
引
き
続
き
3

カ
月
以
上
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で

す
。

　
し
た
が
っ
て
平
成
23
年
１
月
19
日
以
降

に
転
入
届
を
提
出
し
た
方
は
、
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の

期
間
等
は
、
4
月
号
に
詳
し
く
掲
載
し
ま

す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
大
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
4
3

町
議
会
議
員
・
町
長
選
挙

　
　
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
4
月
24
日
に
行
わ
れ
る
町
議
会
議
員
・

町
長
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
候

補
者
・
関
係
者
に
対
し
立
候
補
手
続
き
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
出
席
は
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
予
定
候

補
者
１
名
に
つ
き
2
名
以
内
と
し
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
3
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

　
　
　
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
１
階
　
大
会
議
室

町
議
会
議
員
選
挙

町
長
選
挙

告
示
日
　
4
月
19
日
（
火
）

投
票
日
時

　
4
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
7
時
〜
午
後
8
時

　
総
務
省
で
は
、経
済
的
な
理
由
に
よ
り

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
で
き
な
い

低
所
得
世
帯
に
対
し
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
対
象
世
帯
に
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

対
応
の
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
一
台
無
償

給
付
し
ま
す
。

﹇
対
　
象
﹈

○
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受
け

　
て
い
る
世
帯

○
市
町
村
民
税
非
課
税
の
世
帯

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

　
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
0
5
7
0（
0
2
3
）7
2
4

　
町
役
場
総
務
課
　
☎（
2
）1
4
4
3

　
ま
だ
、ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
て
受
信
対
応

し
て
い
る
方
は
、一
日
も
早
く
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
へ
の
切
替
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
デ
ジ
化

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で

　
　
　
　
　
1
5
0
日
！
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「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
、
東
京
都
39

市
町
村
の
住
民
が
会
費
を
出
し
合
い
、
交

通
事
故
に
あ
っ
た
時
に
見
舞
金
を
受
け
ら

れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　
手
続
き
は
簡
単
、
し
か
も
選
べ
る
2
コ

ー
ス
制
で
す
！

﹇
年
会
費
﹈

　
Ａ
コ
ー
ス
　
年
額
1
，
0
0
0
円

　
（
最
高
3
0
0
万
円
の
見
舞
金
）

　
Ｂ
コ
ー
ス
　
年
額
5
0
0
円

　
（
最
高
1
5
0
万
円
の
見
舞
金
）

﹇
共
済
期
間
﹈

　
平
成
23
年
4
月
1
日
（
途
中
加
入
は
加

入
申
込
日
翌
日
）
〜
24
年
3
月
31
日

﹇
加
入
で
き
る
方
﹈

　
東
京
都
に
住
民
登
録
・
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
方
。
（
修
学
等
で
島
外
に
転
出

し
て
い
て
も
加
入
者
と
生
計
が
同
一
で
あ

れ
ば
加
入
可
能
）

﹇
共
済
見
舞
金
﹈

　
交
通
災
害
の
等
級
に
よ
り
算
定
し
ま

す
。
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
、
ど
ん

な
に
小
さ
な
事
故
（
自
転
車
の
単
独
事
故

な
ど
）
で
も
必
ず
警
察
へ
届
け
て
く
だ
さ

　
大
島
町
民
の
日
の
2
月
9
日
、
大
島

町
の
発
展
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た

故
藤
井
豊
氏
・
故
川
島
忠
一
氏
に
、
名

誉
町
民
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
藤
井
豊
氏
の
称
号
記
は
、
医
療
セ
ン

タ
ー
に
て
二
男
の
藤
井
祐
二
氏
に
、
川

島
忠
一
氏
の
称
号
記
は
、
役
場
に
て
姉

の
中
澤
み
の
子
氏
に
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、
椿
の
花
と
蕾
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
七
宝
焼
き
の
徽
章
は
、
特
別
制
作

の
た
め
間
に
合
わ
ず
、
完
成
次
第
贈
呈

し
ま
す
。

　
大
島
町
名
誉
町
民
は
、
昭
和
41
年
の

○藤井豊氏　功績
　昭和21年2月藤井医院を開業以
来、常に町の医療の最前線に立た
れ、医療を通して大島町住民の安全
安心の向上に多大な尽力をされた。

み
ん
な
で
一
緒
に
！

ち
ょ
こ
っ
と
サ
イ
ズ
で

　
　
　
　
た
し
か
な
安
心

○川島忠一氏　功績
　昭和50年大島町議会議員初当選2
期、昭和60年東京都議会議員初当選
7期、この間大島町の経済発展・社会
文化の振興に尽力、特に昭和61年三
原山噴火全島民避難、帰島後の復興
に多大な尽力をされた。

秋
広
平
六
氏
・
中
村
清
二
氏
・
林
甚
之

丞
氏
3
名
と
平
成
8
年
の
鈴
木
俊
一
氏

に
続
き
、
6
名
と
な
り
ま
し
た
。

●
大
島
町
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
呈
●

行
政
へ
の
苦
情
、
意
見
、
要
望
な
ど

﹇
日
　
時
﹈
3
月
23
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

﹇
場
　
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
員
﹈
安
本
　
近
志

◆
作
品
展
◆

﹇
日
時
﹈3
月
11
日（
金
）〜
13
日（
日
）

　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
　
　
　（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

﹇
場
所
﹈開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
1
階
　
大
会
議
室
・
研
修
室

　
　
　
　
2
階
　
大
集
会
室

﹇
展
示
内
容
﹈

　
書
・
俳
句
・
手
工
芸
・
木
工
芸
・

　
人
形
・
陶
芸
・
彫
刻
・
写
真
・
絵
画
・

　
絵
手
紙
・
そ
の
他

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
教
育
文
化
課
社
会
教
育
係

　
　
　
　
　
　
☎（
2
）1
4
5
3

大
島
町
文
化
祭

〜
交
通
災
害
共
済

「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」に
加
入
を
〜
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め
っ
か
り
編
集
委
員
会
で
は
大
島
町
小

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
作
文
・
詩
歌
等

を
集
め
た
作
品
集
「
め
っ
か
り
」
を
発
行
し

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
足
跡
を
し
る
し

た
作
品
集
で
す
の
で
、住
民
の
み
な
さ
ん
も

ぜ
ひ
ご
購
読
く
だ
さ
い
。

　
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

﹇
金
額
﹈１
冊
7
5
0
円

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈教
育
文
化
課
学
校
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
2
）1
4
5
3

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
急
速
な
少
子
高

齢
化
に
対
応
し
制
度
の
安
定
を
図
る
た

め
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
、

年
度
ご
と
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
23
年
度
は
前
年

度
よ
り
80
円
安
い
1
5
，
0
2
0
円
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
取
る
年
金
が
少
な
く
な
る
だ

け
で
な
く
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
は
必
ず

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
年
金
に
は
、
１
年
度
分
・
半
年
分

の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
付
で
き
る
前

納
や
、
さ
ら
に
お
得
な
口
座
振
替
利
用
割

引
が
あ
り
ま
す
。

　
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
の
1
年
分

を
ま
と
め
て
口
座
振
替
で
前
納
す
る
と

3
，
7
8
0
円
の
割
引
、
4
月
か
ら
9
月

分
、
10
月
か
ら
翌
年
3
月
分
の
半
年
分
ず

つ
を
ま
と
め
て
口
座
振
替
で
前
納
す
る

と
1
，
0
2
0
円（
年
間
2
，
0
4
0
円
）

の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
月
払
い
の
口
座
振
替
も
、
通

常
の
翌
月
末
引
き
落
と
し
よ
り
、
当
月
末

の
引
き
落
と
し
「
早
割
制
度
」
に
変
更
す

る
と
月
々
50
円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
金
融

機
関
の
届
出
印
、
基
礎
年
金
番
号
の
確
認

で
き
る
も
の
を
持
参
の
う
え
、
町
役
場
住

民
課
ま
た
は
各
金
融
機
関
窓
口
に
て
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
口
座
振
替
が
開
始
さ
れ
る
ま
で

に
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
港
年
金
事
務
所

　
　
　
☎
0
3（
5
4
0
1
）5
6
5
9

　
町
役
場
住
民
課

　
　
　
☎（
2
）1
4
6
2

「
め
っ
か
り
第
47
号
」刊
行

い
。
交
通
事
故
証
明
が
な
い
場
合
は
、
共

済
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

﹇
交
通
遺
児
年
金
﹈

　
会
員
が
交
通
災
害
で
死
亡
し
た
と
き
に

中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
、

遺
児
１
人
に
つ
き
年
額
10
万
2
千
円
の
交

通
遺
児
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

﹇
受
付
開
始
﹈
3
月
22
日
（
火
）

﹇
申
し
込
み
﹈

　
福
祉
け
ん
こ
う
課
・
各
出
張
所

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
福
祉
け
ん
こ
う
課
☎
（
2
）
1
4
7
1

　﹇
相
談
時
間
﹈午
後
1
時
〜
午
後
4
時

※
事
前
予
約
は
、平
日
の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

﹇
予
約
・
相
談
電
話
番
号
﹈

　
東
京
都
生
活
文
化
局
　
都
民
の
声
課

　
☎
0
3（
5
3
8
8
）2
2
4
5

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
る

「
島
し
ょ

　
　
法
律
相
談
」
で
す
。

平
成
23
年
度

　
国
民
年
金
保
険
料
は

　
　
　
1
5,
0
2
0
円
に

納
付
に
は
お
得
な

前
納
、口
座
振
替
の
ご
利
用
を

3月の相談日

納付方法と割引額

月・水・金

4

11

18

25

2

9

16

23

30

7

14

休

28

大
島
小
中
学
生
作
品
集

国

民

年

金
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大
島
町
で
は
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、す

べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
共
同
住
宅（
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
）や
、

店
舗
を
兼
ね
備
え
た
住
宅
も
設
置
対
象
と

な
り
ま
す
。

﹇
設
置
個
所
﹈●
台
　
所
　
●
主
寝
室
　

　
　
　
　
　
●
各
居
室
　
●
階
段
上
部

※
自
動
火
災
報
知
設
備
や
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

　
ー
設
備
の
あ
る
住
宅
は
設
置
の
必
要
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈消
防
本
部
予
防
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
2
）0
1
1
9

　
心
の
東
京
革
命
と
は
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
親
と
大

人
が
責
任
を
も
っ
て
正
義
感
や
倫
理

観
、思
い
や
り
の
心
を
育
み
、人
が
生

き
て
い
く
上
で
当
然
の
心
得
を
伝
え

て
い
く
取
組
で
す
。

　
こ
の
度
、
心
の
東
京
革
命
が
10
周

年
を
迎
え
、
心
の
東
京
塾
チ
ー
フ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
推
進
活
動
に
貢

献
さ
れ
た
橋
本
光
さ
ん
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
し
な
い
・
が
ま
ん
で
き

な
い
・
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
、

こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
問
題
は
、

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
き
た
大
人
社

会
の
責
任
で
す
。子
ど
も
は
親
（
大

人
）
の
後
ろ
姿
を
み
て
育
ち
ま
す
。ま

平成 23年 4月 1日から、住宅用火災警報器の設置義務が
スタートします！

﹇
内
　
　
容
﹈
魚
の
開
き
体
験
↓
試
食

﹇
日
　
　
時
﹈
3
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
1
時
頃

﹇
場
　
　
所
﹈
カ
メ
リ
ア
ビ
レ
ッ
ジ

﹇
費
　
　
用
﹈
保
険
料
等
1
，
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
地
徴
収
）

﹇
参
加
資
格
﹈
小
学
生
以
上

﹇
募
集
人
数
﹈
先
着
30
人

﹇
申
込
期
間
﹈
3
月
1
日
〜
10
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
日
を
除
く
）

﹇
申
込
方
法
﹈
電
話
に
て
申
し
込
み

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
産
業
課
　
☎
（
2
）
1
4
4
5

ず
は
大
人
の
意
識
と
行
動
の
変
革
を

し
ま
し
ょ
う
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

東
京
都
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
内

　
心
の
東
京
革
命
推
進
協
議
会

　
☎
0
3（
5
3
8
8
）3
0
9
8

大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る

心
の
東
京
革
命

石原都知事と貢献されたみなさん

　『
海
市
場
』で
は
、椿
ま
つ
り
感
謝
セ
ー

ル
と
し
て
、対
象
品
を
一
割
引
に
て
販
売

し
ま
す
。ご
贈
答
・
ご
進
物
な
ど
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

﹇
期
間
﹈3
月
1
日（
火
）〜
21
日（
月
）

﹇
対
象
品
﹈
活
伊
勢
海
老
・
冷
凍
伊
勢
海

老
・
貝
類
・
各
種
干
し
魚
お
よ
び
切
身

加
工
品
・
ハ
ッ
ポ
ウ
ス
チ
ロ
ー
ル

﹇
営
業
時
間
﹈午
前
9
時
〜
午
後
4
時

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
海
市
場
　
☎（
2
）5
5
5
7

海
市
場

椿
ま
つ
り
感
謝
セ
ー
ル
!

魚
の
開
き

　
体
験
教
室

 心の東京ルー
ル

　　　～7つの
呼びかけ～

★毎日きちんと
あいさつ

　させよう

★他人の子ども
でも叱ろう

★子どもに手伝
いを

　させよう

★ねだる子ども
にがまんを

　させよう

★先人や目上の
人を敬う心

　を育てよう

★体験の中で子
どもを

　きたえよう

★子どもにその
日のことを

　話させよう
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10k

5k

50k
40k

35k

30k

25k

20k

55k

15k

65k

60k

70k

10k

5k

15k

20k

25k

30k

35k

40k 75k

80k

85k
90k

95k

2
0
1
1
伊
豆
大
島

　
　
ふ
れ
愛
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ト
ー
リ
ー

大
島
町
相
撲
場
落
成
式

　
町
で
は
現
在
、
平
成
25
年
に
大
島
で

開
催
さ
れ
る
東
京
国
体
相
撲
競
技
会
を

盛
り
上
げ
る
こ
と
と
、
関
東
近
県
高
校

や
大
学
な
ど
の
合
宿
誘
致
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
波
浮
の
陸
上
競
技
場
駐
車

場
未
舗
装
地
に
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
と
相
撲
練
習
場
を
建
設
し

て
い
ま
す
。

　
完
成
に
伴
う
落
成
式
当
日
に
は
、
東

京
都
相
撲
連
盟
が
来
島
し
、
強
化
選
手

の
公
開
練
習
や
ち
ゃ
ん
こ
鍋
の
無
料
配

布
、
他
団
体
に
よ
る
出
店
も
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈3
月
27
日（
日
）午
前
11
時
〜

﹇
場
所
﹈大
島
町
相
撲
場（
新
設
）

　
　
　
波
浮
の
陸
上
競
技
場
駐
車
場
内

﹇
主
催
﹈大
島
町
・
教
育
委
員
会

﹇
協
力
﹈東
京
都
相
撲
連
盟

※
詳
細
は
広
報
折
り
込
み
の
「
国
体
お

　
お
し
ま
か
わ
ら
版
第
2
号
」
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
第
68
回
国
民
体
育
大
会

　
大
島
町
実
行
委
員
会
事
務
局
・

　
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
☎（
2
）1
4
5
3

　
町
営
牧
場
裏
手
に
あ
る
多
目
的
広
場
に

お
い
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

﹇
開
催
日
﹈

　
3
月
21
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
3
時

　
※
雨
天
中
止

﹇
出
店
募
集
﹈

　
3
月
1
日
〜
3
月
17
日
　
※
先
着
25
組

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
産
業
課
農
業
係
　
☎
（
2
）
1
4
4
5

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
!

研
修
室
は
国
体
対
策
室
に

研
修
室
は
国
体
対
策
室
に

研
修
室
は
国
体
対
策
室
に

研
修
室
は
国
体
対
策
室
に

　
町
で
は
、
平
成
25
年
「
ス
ポ
ー
ツ
祭

東
京
2
0
1
3
」
東
京
国
体
の
開
催
に

向
け
、
国
体
対
策
室
を
設
置
し
ま
す
。

　
対
策
室
と
し
て
、
開
発
総
合
セ
ン
タ

ー
１
階
の
研
修
室
を
使
用
す
る
た
め
、

一
般
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

﹇
期
間
﹈
平
成
23
年
4
月
〜

　
　
　
　
　
平
成
26
年
3
月
（
予
定
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
教
育
文
化
課
　
☎
（
2
）
1
4
5
3

﹇
ス
タ
ー
ト
﹈

　
つ
ば
き
小
学
校

　
①
②
午
前
5
時

　
③
午
前
9
時

﹇
制
限
時
間
﹈

　
①
14
時
間

　
②
9
時
間

　
③
10
時
間

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
観
光
商
工
課
振
興
係

　
　
☎
（
2
）
1
4
4
6

①
1
0
0
㎞
の
部
　
②
58
㎞
の
部

第
7
回 
伊
豆
大
島
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ

③
4
2
・
1
9
5
㎞
の
部

第
5
回 

伊
豆
大
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン

100㎞の部1周目と
58㎞の部

42.195㎞の部

3月
26日

3月26日（土
）は島中を

　大勢の選手
が走ります。

　　応援・ご
協力を

　　　　お願
いします。

100㎞の部
2周目
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年
度
末
は
転
勤
や
進
学
に
よ
る
引
っ
越

し
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
　

　
例
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と

『
本
日
の
船
便
で
島
を
離
れ
る
の
で
す
が
、

　
布
団
や
ガ
ス
台
な
ど
の
粗
大
ご
み
や
生

　
ご
み
な
ど
の
燃
や
せ
る
ご
み
を
処
理
場

　
へ
運
ぶ
時
間
が
無
い
』

『
処
理
場
が
休
業
日
な
の
で
回
収
し
て
欲

　
し
い
』

と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
大
島
町
で
は
、
こ
う
し
た
場
合
の
随
時

の
収
集
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
引

っ
越
し
の
際
は
諸
手
続
に
加
え
、
ご
み
の

廃
棄
も
忘
れ
ず
に
、
余
裕
を
も
っ
て
処
理

で
き
る
よ
う
計
画
し
て
く
だ
さ
い
。

　
23
年
度
版
の
「
ご
み
の
出
し
方
」
と

「
ご
み
分
別
表
」
を
広
報
４
月
号
と
一
緒

に
配
布
し
ま
す
。

お
引
越
し
の
時
の
ご
み
出
し
は

余
裕
を
も
っ
て
計
画
的
に

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
は

一
般
廃
棄
物
の
み
で
す
！

「
ご
み
の
出
し
方
」
と

「
ご
み
分
別
表
」
を
配
布
し
ま
す

護
美
護
美
を
考
え
る
第94号

ご
み
を
か
ん
が
え
る

﹇
日
時
﹈
3
月
29
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

﹇
場
所
﹈
最
終
処
分
場
（
差
木
地
）

﹇
募
集
人
数
﹈
40
名

　
　
　
　
　
（
現
地
集
合
が
可
能
な
方
）

﹇
申
込
方
法
﹈
3
月
22
日
（
火
）
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
電
話
申
込
（
先
着
順
）

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合

　
河
野
・
今
井

　
　
☎
0
3
（
3
4
3
2
）
4
9
6
1

一
般
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場
見
学
会

野
鳥
の

密
猟
は

犯
罪
で
す

ト
ラ
バ
サ
ミ
は

  

使
用
禁
止
で
す
！

　
平
成
19
年
4
月
か
ら
、
わ
な

の
規
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
都
で
は
、野
生
鳥
獣
を
捕
獲

す
る
目
的
で
の
ト
ラ
バ
サ
ミ
の
使
用

を
原
則
認
め
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、
わ
な
を

使
用
す
る
場
合
に
は
、狩
猟
免
許
が
必
要
で

す
。

　
違
反
行
為
に
は
、罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
支
庁
産
業
課
　
☎（
2
）4
4
3
1

﹇
受
験
資
格
﹈

○
昭
和
57
年
4
月
2
日
か
ら

　
　
　
平
成
2
年
4
月
１
日
生
れ
の
者

○
平
成
2
年
4
月
2
日
以
降
生
れ
で

　
　
　
大
学
卒
業
ま
た
は
見
込
み
の
者

﹇
申
込
受
付
期
間
﹈

　
4
月
１
日
（
金
）
〜
14
日
（
木
）

﹇
試
験
日
﹈

　
１
次
試
験
　
6
月
12
日
（
日
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
芝
税
務
署
総
務
課

　
　
☎
0
3
（
3
4
5
5
）
0
5
5
1

「
ご
み
の
出
し
方
」
は
種
類
別
に
各
地
区

の
収
集
日
を
、
「
ご
み
の
分
別
表
」
に
は

品
目
ご
と
の
分
別
方
法
を
く
わ
し
く
掲
載

し
ま
す
。

　
な
お
、
町
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
ご
み

も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
ご
確
認
の
う
え

適
正
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
4
月
1
日
か
ら
事
業
で
排
出

さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
は
、
各
事
業
者
の
責

任
で
処
理
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

産
業
廃
棄
物
処
理
許
可
業
者
に
依
頼
を
お

願
い
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
生
活
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
8
7

　
野
鳥
は
環
境
大
臣
ま
た
は
都
知
事
の
許
可
が
な
く
て
は
、
捕
る
こ

と
も
飼
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
メ
ジ
ロ
等
野
鳥
は
つ
ば
き
を
始
め
と
す
る
大
切
な
花
々
の

受
粉
を
助
け
、農
作
物
の
害
虫
駆
除
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
野
鳥
を
大
切
に
、
野
鳥

は
自
然
の
中
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
支
庁
産
業
課

　
　
☎（
2
）4
4
3
1

募
集

国
税
専
門
官
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（
町
長
か
ら
思
い
を
発
し
ま
す
）

「
打
打
発
止
」

　
（
激
論
を
戦
わ
せ
る
さ
ま
）

No.２０

　
先
日
、
茨
城
県
在
住
の
大
島
出
身

の
方
か
ら
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

過
日
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
藤
井

豊
先
生
を
偲
ば
れ
て
の
内
容
で
し
た
。

藤
井
先
生
の
ご
功
績
や
お
人
柄
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
藤
井
先
生
は
一

人
で
長
く
島
の
医
療
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。
健
康
に
も
恵
ま
れ
90
歳
目
前

ま
で
現
役
と
し
て
、
そ
し
て
百
歳
に

な
る
年
に
帰
ら
ぬ
方
と
な
ら
れ
ま
し

た
。

　
町
で
は
昨
年
12
月
議
会
で
、
一
昨

年
亡
く
な
ら
れ
た
故
川
島
忠
一
氏

（
元
都
議
会
議
長
）
と
共
に
名
誉
町

民
と
し
て
認
定
し
て
い
た
だ
き
、
2

月
9
日
の
大
島
町
民
の
日
に
称
号
を

贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
56
回
を
数
え
る
椿
ま
つ
り

は
、
１
月
31
日
前
日
ま
で
の
暖
か
い

天
候
と
は
う
っ
て
か
わ
っ
て
冷
た
い

風
の
吹
く
中
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
は
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、

昨
年
認
定
さ
れ
た
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」

に
関
連
し
て
「
ジ
オ
パ
ー
ク
ツ
ア

ー
」
や
三
原
外
輪
山
口
に
あ
る
都
の

避
難
休
憩
舎
を
町
が
借
り
受
け
、
写

真
な
ど
も
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
こ
の
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」

を
通
し
て
新
た
な
観
光
・
良
質
な
観

光
地
を
築
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。
し

か
し
こ
の
こ
と
は
、
町
や
観
光
協
会

な
ど
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
島
に
住
む
人
々
の
共

通
の
認
識
と
し
て
手
を
携
え
て
同
じ

方
向
に
向
か
っ
て
歩
ま
な
け
れ
ば
な

し
え
ま
せ
ん
。
大
島
に
は
す
ば
ら
し

い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
普

段
の
生
活
の
中
で
、
そ
の
す
ば
ら
し

さ
を
実
感
し
な
が
ら
歩
き
始
め
ま
し

ょ
う
。

﹇
町
長
室
﹈▼
1
月
12
〜
18
日
椿
ま
つ
り
キ

ャ
ラ
バ
ン
▼
27
日
椿
資
料
館
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
▼
28
日
国
体
実
行

委
員
会
▼
30
日
椿
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
▼
31
日
介
護
保
険
運
営
協
議

会
▼
2
月
7
日
離
島
航
路
改
善
協
議
会
▼

8
日
栽
培
漁
業
推
進
協
議
会
▼
9
日
名
誉

町
民
授
与
式

　
泉
津
福
重
の
桜
株
に
お
い
て
、第
4
回
桜

か
ぶ
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
湯
茶
サ
ー
ビ
ス
や
だ
ん
ご
な
ど
の
販
売
、

歌
や
踊
り
の
披
露
な
ど
、地
元
の
人
や
観
光

客
が
桜
株
を
見
な
が
ら
憩
え
る
場
と
な
り

ま
す
の
で
、お
誘
い
合
わ
せ
て
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈4
月
2
日（
土
）・
3
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈観
光
商
工
課

　
　
　
　
　
　
　
☎（
2
）1
4
4
6

行
政
の
う
ご
き
1
月
１０
日
〜
2
月
9
日

■
異
動
等
（
2
月
１
日
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
　
）
は
前
所
属

一
般
職
▼
教
育
文
化
課
　
秋
野
美
和
子

（
住
民
課
）

大
島
町
職
員
人
事

平
成
23
年
第
一
回
　

議
会
定
例
会
開
催
予
定

﹇
期
　
間
﹈
3
月
9
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
30
日
（
水
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
　
　
　
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
4
9

第4回 桜かぶ祭り開催第4回 桜かぶ祭り開催
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20．火口南展望所　火孔内
　火孔底を間近に見ることができる絶好のサイトです。火孔壁には過去の噴火活動時の溶
岩や噴出物が層を成しています。三原山山頂中央火孔は直径300～350ｍ、深さ約200ｍ

の竪穴状をしています。1986年噴火時には溶岩で
満たされましたが、1年後の噴火で陥没し、再び火
孔となりました。現在は火孔壁の崩落が進み、火
孔底には土砂が堆積しています。火孔底北西部の
火孔壁との境界からは、噴気の噴出が見られます。
地表面温度は1993年秋まで150℃を超えていまし
たが、その後低下し、2000年以降は概ね30～60
℃の範囲内で変化しています。火孔壁上部には、
1986年溶岩の柱状節理がみられます。

16．ホルニト
　1950～1951年噴火では、三原山
誕生以来初めて溶岩が火口外のカ
ルデラ床へ流れました。1951年溶
岩はパホイホイ溶岩が多く、西火
口縁から斜面にかけては一部溶岩
トンネルを作って流下しました。
その天井が破れ、溶岩を二次流出
させて生じた塚がホルニトです。
内部には長さ42ｍのトンネルや幅10ｍ程の空洞があります。周辺地表面
に広がるパホイホイ溶岩は、一部で薄い表面が割れ、内部構造がみられま
す。

　
今
月
は
、
世
界
的
に
も
珍
し
い
ホ
ル
ニ
ト

（
溶
岩
洞
窟
）
な
ど
3
箇
所
の
ジ
オ
サ
イ
ト

を
紹
介
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
伊
豆
大
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
委
員
会

　
　
事
務
局
　
町
長
室
振
興
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
4
4

伊
豆
大
島

ジ
オ
サ
イ
ト

　
　
　
め
ぐ
り

伊
豆
大
島
ジ
オ
パ
ー
ク

公
開
講
座

17～19．火口西　南西縁　三原新山、新島・神津島・式根島・利島
　三原新山は大島の最高標
高（758ｍ）の火砕丘（ス
コリア丘）です。1950～
1951年噴火時に形成され、
竪孔状火孔の生成により北
半分が崩落し、火砕丘の中
央断面を見せています。右
側の写真は、新島・神津
島・式根島・利島の遠望で
す。

2
0
1
0
年
度

★
参
加
者
募
集
★

　
ジ
オ
パ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。な

お
、
13
日
午
後
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
講
習
と
し

ま
す
。

﹇
日
時
﹈3
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
頃

﹇
場
所
﹈北
の
山
公
民
館

﹇
対
象
﹈一
般
公
募

　
※
フ
ィ
ー
ル
ド
講
習
は
先
着
30
名

﹇
参
加
費
﹈無
料 

（
昼
食
・
移
動
は
各
自
）

﹇
講
演
内
容
・
講
師
﹈（
予
定
）

3
月
12
日（
土
）

・
ジ
オ
パ
ー
ク
概
要

　
　
講
師
　
矢
島
道
子
氏

　
　（
地
質
情
報
整
備
・
活
用
機
構
）

・
伊
豆
大
島
ジ
オ
パ
ー
ク

　
　
講
師
　
大
島
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド

・
伊
豆
大
島
火
山

　
　
講
師
　
川
邉
禎
久
氏

　
　（
産
業
技
術
総
合
研
究
所
地
質
研
究
部

　
　  

門
火
山
活
動
研
究
グ
ル
ー
プ
）

・
伊
豆
半
島
・
伊
豆
諸
島
・

　
　
伊
豆
大
島
の
地
質
学
的
な

　
　
　
　
成
り
立
ち
と
ジ
オ
パ
ー
ク
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火
山
活
動
の
解
説

﹇
平
成
22
年
の
概
況
﹈

　
地
下
深
部
へ
の
マ
グ
マ
注
入
に
よ
る
と

考
え
ら
れ
る
島
全
体
の
長
期
的
な
膨
張
傾

向
が
継
続
し
ま
し
た
。
地
震
活
動
を
伴
う

山
体
の
短
期
的
な
収
縮
と
膨
張
を
示
す
地

殻
変
動
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
が
、
三
原
山

の
噴
気
活
動
や
火
口
内
の
温
度
に
特
段
の

変
化
は
な
く
、
火
山
活
動
は
静
穏
に
経
過

し
ま
し
た
。

噴
気
活
動

　
三
原
山
山
頂
火
口
内
と
そ
の
周
辺
の
噴

気
活
動
は
ご
く
弱
い
状
態
で
経
過
し
ま
し

た
。

火
口
内
の
温
度

　
三
原
山
山
頂
火
口
内
の
地
表
面
最
高
温

度
は
26
〜
44
℃
で
、
平
成
11
年
以
降
ほ
ぼ

同
じ
レ
ベ
ル
で
推
移
し
ま
し
た
。
火
口
周

辺
の
噴
気
温
度
に
も
大
き
な
変
化
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

地
震
と
微
動

　
1
月
か
ら
6
月
ま
で
は
、
火
山
性
地
震

の
回
数
は
少
な
く
経
過
し
ま
し
た
。
7
月

以
降
に
火
山
性
地
震
が
断
続
的
に
増
加
し
、

10
月
に
は
震
度
１
以
上
の
地
震
が
11
回
観

測
さ
れ
、
17
日
に
元
町
で
震
度
3
を
観
測

し
ま
し
た
。
11
月
以
降
、
地
震
活
動
は
低

調
に
な
り
ま
し
た
。
伊
豆
大
島
で
は
、
山

体
の
膨
張
と
同
期
し
て
地
震
が
増
加
す
る

こ
と
が
時
々
あ
り
、
最
近
で
は
平
成
19
年

に
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地

震
は
、
地
下
の
マ
グ
マ
の
活
動
に
伴
っ
て

発
生
す
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
が
、
噴
火
に

直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
火
山
性
微
動
は
観
測
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

地
殻
変
動

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
及
び
体
積
歪
計
に
よ
る
連
続
観

測
で
は
、
地
下
深
部
へ
の
マ
グ
マ
注
入
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
る
長
期
的
な
島
全
体
の

膨
張
傾
向
が
継
続
し
ま
し
た
。
短
期
的
に

は
平
成
21
年
秋
頃
か
ら
収
縮
傾
向
が
み
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
5
月
下
旬
か
ら
伸
び

の
傾
向
に
な
り
ま
し
た
。

﹇
平
成
23
年
1
月
の
概
況
﹈

　
21
日
に
行
っ
た
現
地
調
査
で
は
、
三
原

山
山
頂
火
口
内
に
崩
落
に
よ
る
落
石
の
痕

跡
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
火
口
内
壁
の
崩

落
は
度
々
発
生
し
て
お
り
、
噴
気
や
温
度

の
状
態
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、
火
山
活

動
の
高
ま
り
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
三
原
山
山
頂
火
口
周
辺
に
影
響
を
及

ぼ
す
噴
火
の
兆
候
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
１
（
平
常
）
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
火
山
防
災
連
絡
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
2
）
1
1
6
6

上図：日別地震回数
　　　　（平成13年1月～平成22年12月）

下図：GPS観測による差木地奥山
　　　と津倍付の直線距離の変化
　　　　（平成13年3月～平成22年12月）

地殻変動の伸び（下図矢印）に
対応して火山性地震が多く発生
（上図丸）しました。平成19年
にも同様の現象が起こりました。

平成22年平成21年平成20年平成19年平成18年平成17年平成16年平成15年平成14年平成13年

平成22年

（年）

（年）平成21年平成20年平成19年平成18年平成17年平成16年平成15年平成14年平成13年

目標数　25,000人（単位：人）

11,994

521

686

13,201

12,844

333

735

13,912

105.4％

東 海 汽 船

全　日　空

新中央航空

合　　　計

前 年 対 比

23年 22年
平
成
23
年
1
月
の
来
島
者
数

　
　
講
師
　
加
藤
碵
一
氏

　
　（
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
委
員
・
産

　
　 

業
技
術
総
合
研
究
所
地
質
調
査
総
合

　
　 

セ
ン
タ
ー
代
表
）

3
月
13
日（
日
）

・
ジ
オ
パ
ー
ク
と
教
育

　
　
講
師
　
尾
池
和
夫
氏

　
　（
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
委
員
長
・

　
　 

国
際
高
等
研
究
所
所
長
〈
前
京
都
大

　
　 

学
総
長
〉）

・
フ
ィ
ー
ル
ド
講
習

　
午
後
１
時
　
山
頂
駐
車
場
集
合

※
天
候
等
都
合
に
よ
り
、講
師
や
講
演
内
容

　
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　（
社
）大
島
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　
☎（
2
）2
1
7
7
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保
健
所
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

﹇
テ
ー
マ
﹈

　
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
つ
い
て

　
　
　
　
〜
花
粉
症
を
例
に
〜

﹇
日
時
﹈
3
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
2
時
〜
4
時

﹇
場
所
﹈
大
島
支
庁

　
　
　
　
第
2
会
議
室
（
2
階
）

﹇
講
師
﹈

　
　
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
リ
ウ
マ
チ
科
部
長

　
　
　
　
　
　
猪
熊
　
茂
子
　
先
生

﹇
参
加
費
﹈
無
料

﹇
申
し
込
み
﹈
当
日
受
付

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
島
し
ょ
保
健
所
大
島
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
師
　
　

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
3
6

　
高
齢
化
や
家
族
従
事
者
の
減
少
に
よ

り
、
農
作
業
を
「
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」

「
誰
か
に
頼
み
た
い
」
あ
る
い
は
「
手
伝

っ
て
も
よ
い
」
と
い
う
意
見
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
こ
れ
か
ら
の
大
島
農
業
を
「
お
互
い

様
」
の
気
持
ち
で
、
支
え
合
う
仕
組
み
を

考
え
ま
し
ょ
う
！ 

﹇
日
時
﹈
3
月
7
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
6
時
30
分
〜

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
１
階
　
大
会
議
室

﹇
内
容
﹈

第
１
部
　
講
演

　
注
意
し
ま
し
ょ
う
農
作
業
中
の
事
故

　
　
　
　
　
　
　
〜
そ
の
事
例
と
対
応
〜

　
講
師
　
特
定
社
会
保
険
労
務
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
来
院
重
宏
　
氏

第
2
部
　
事
例
研
究
・
報
告
・
意
見
交
換

　
　
　 

（
農
作
業
の
分
類
と
助
け
合
い
）

﹇
対
象
﹈

　
農
業
お
よ
び
地
域
活
性
化
に
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
主
催
﹈
ふ
る
さ
と
東
京
む
ら
づ
く
り
塾

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
町
役
場
産
業
課
　
☎
（
2
）
1
4
4
5

　
町
で
は
、平
成
23
年
5
月
〜
9
月
の
日
曜

日
に
健
診
日
を
設
け
、各
種
健
康
診
査
を
実

施
し
ま
す
。あ
な
た
の
将
来
の
た
め
、
年
に

一
度
は
必
ず
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
基
本
健
康
診
査
の
種
類
と
対
象

　
特
定
健
康
診
査

・
大
島
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40
歳

　
以
上
74
歳
ま
で
の
被
保
険
者

・
集
合
契
約
を
結
ん
で
い
る
社
会
保
険
被

　
扶
養
者
の
方
で
「
特
定
健
康
診
査
受
診

　
券
」を
発
行
さ
れ
る
方

　
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　
大
島
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て

い
る
被
保
険
者

　
39
歳
以
下
等
健
康
診
査

　
大
島
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
39
歳
以
下

の
方
お
よ
び
生
活
保
護
受
給
者

※
施
設
に
入
所
中
・
6
ヶ
月
以
上
入
院
中
・

　
妊
産
婦
の
方
は
健
診
を
受
診
す
る
必
要

　
は
あ
り
ま
せ
ん

●
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
は
Ｃ
型
と
Ｂ
型
が

あ
り
、放
置
し
て
お
く
と
慢
性
肝
炎
や
肝
硬

変
、肝
が
ん
へ
と
進
展
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。検
査
方
法
は
血
液
検
査
で
す
。

平
成
23
年
度

各
種
健
康
診
査

﹇
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
対
象
者
﹈

・
満
40
歳
の
方

・
20
歳
以
上
で
過
去
に
一
度
も
検
査
を
受

　
け
た
こ
と
の
な
い
方

・
職
場
等
の
健
康
診
査
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　
検
査
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方

○
実
施
期
間
・
場
所
・
予
約
方
法

﹇
実
施
期
間
﹈平
成
23
年
5
月
〜
9
月
の

　
　
　
　
　
決
め
ら
れ
た
日
曜
日

﹇
実
施
場
所
﹈医
療
セ
ン
タ
ー

﹇
予
約
開
始
﹈平
成
23
年
4
月
18
日
〜

﹇
予
約
受
付
﹈

　
平
日
の
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
2
）2
3
4
6

※
健
診
内
容
や
受
診
方
法
・
実
施
日
な
ど

　
は
広
報
4
月
号
に
て
く
わ
し
く
お
知
ら

　
せ
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

○
特
定
健
康
診
査

○
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　〈
住
民
課
国
保
年
金
係
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
2
）1
4
6
2

○
39
歳
以
下
等
健
康
診
査

　〈
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
2
）8
1
4
1

○
そ
の
他
の
健
康
保
険
加
入
者
の
方

　
ご
加
入
の
保
険
者
や
事
業
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

アレルギー
講習会

み
ん
な
で
支
え
る
大
島
町
の

　
　
　
　
　
　
農
業
と
そ
の
将
来

〜
島
の
宝
　
農
業
を
皆
で
考
え
よ
う
〜

は
ば
た
け  

大
島
農
業
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けんこうセンター ※要予約☎（2）8141

医療センター 　※要予約☎（2）2346

相
　
　
　
　
　
　
　
　
談

健
　
診
　
・
　
予
　
防
　
接
　
種

こころの健康相談

メタボ予防食事相談

簡単バランス食相談

糖尿病予防栄養相談

歯周病予防相談

ちびっ子歯科相談

親子で歯科相談

健康相談

1歳6カ月児健診

3歳児健診

BCG予防接種

定期の予防接種

（二種混合・三種混合・麻疹・風疹・日本脳炎）

6・9カ月児健診

9日（水）・23日（水）

2日（水）

4日（金）

8日（火）

15日（火）・その他

16日（水）・その他

17日（木）・その他

ご連絡ください

1日（火）

3日（木）

14日（月）

毎週水曜日

3 月 の 予 定

☆9日・23日は離乳食相談もあります
☆2日・16日・30日は保健相談もあります

対
象
者
に
は

通
知
し
ま
す

4月の母親学級（予約制）妊婦さん対象
［場所］けんこうセンター
［時間］午後１時30分～4時頃
★１コース4日制（年に4コース）
　①4月18日(月)〈保健師〉
 　  　お産の準備・妊産婦体操・懇親会✿　　
　②4月20日(水)〈歯科医師・歯科衛生士〉
  　 　歯科健診・楽しいブラッシング♥　　　　　　　　
　③4月22日(金)〈産婦人科医師・栄養士〉
 　  　妊娠中の健康管理・妊産婦の栄養（*^_^*） 
　④4月25日(月)〈保健師〉
   　　赤ちゃんの保育と沐浴・懇談会★

①④はパパさんも大歓迎!

元気ハツラツ教室《予約不要》
［対　象］65歳以上で介護認定を受けていない方
［日　時］3月8日（火）午後１時30分～3時
［場　所］旧野増小学校体育館
［持ち物］汗ふきタオル・飲み物（水分補給）
★忘れん脳生活
　認知症を予防・遅らせるための脳の健康づくり
 ★歯つらつ体操
　食べる・飲みこむ口の働きが衰えないように
［問い合わせ］住民課介護保健係　
　　　　　　　　　　　☎（2）1462

　
簡
単
ク
ッ
キ
ン
ぐ
ー
の

　
　
　
　
実
習
・
試
食
会
開
催
！

﹇
対
象
者
﹈
65
歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受
け

　
　
　
　  

て
い
な
い
方

﹇
定
　
員
﹈先
着
10
名

﹇
日
　
時
﹈3
月
17
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
頃

﹇
場
　
所
﹈

　
岡
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
理
室
・
和
室

﹇
参
加
費
﹈調
理
実
習
材
料
費
等

　
　
　
　
　
4
0
0
円
程
度（
当
日
徴
収
）

﹇
持
ち
物
﹈エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
お
箸

﹇
申
込
期
限
﹈3
月
11
日（
金
）

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹈

  

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

  

住
民
課
介
護
保
険
係

　
　
☎（
2
）1
4
6
2

一
般
高
齢
者
介
護
予
防
教
室

体も心も元気に
保つ食事作り!!

栄
養
ク
ッ
キ
ン
ぐ
ー
！

体
験
コ
ー
ス
！

元
気
に
美
味
し
く
食
べ
て
長
生
き
目
指
そ
う
♥

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談 お気軽に

ご相談ください

　
東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
法
律
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
※
予
約
が
必
要
で
す
。

﹇
日
時
﹈
3
月
9
日
（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

　
次
の
予
定
…
4
月
13
日
（
水
）

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
内
容
・
時
間
﹈

　
無
料
一
般
相
談
（
当
日
の
み
）

　
相
談
時
間
は
一
人
40
分
以
内

﹇
予
約
受
付
時
間
﹈

　
平
日
の
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

﹇
主
催
﹈ 

　
・
東
京
弁
護
士
会

　
・
第
一
東
京
弁
護
士
会
　

　
・
第
二
東
京
弁
護
士
会

﹇
問
い
合
わ
せ
・
予
約
電
話
番
号
﹈

　
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
　

　 

☎
0
3
（
3
5
9
5
）
8
5
7
5
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　高齢者への虐待は、虐待行為とは気付かないうちに家庭内で行われていることが多くあります。
　｢虐待者が悪者だから｣虐待が起こるわけではなく、介護に対する強い責任感、適切な介護方法や認知
症への対応が分からないことなどから、心身ともに疲労し、追いつめられ、自覚のないままに虐待をし
てしまっていることが少なくありません。あなたは大丈夫ですか？

〇つねる、殴る・蹴るのほか、無理やり食事を口 
　に入れるなど暴力的な行為をする
〇縛り付けたり、薬を過剰に服用させるなどによ
　り身体拘束、抑制をする
〇外部と意図的・継続的に接触させない　など

　平成18年4月｢高齢者虐待、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律｣が施行されました。この法律
は、高齢者の虐待防止や早期発見・早期対応、家族など養護者(介護者)に対する支援をすること等により
高齢者の権利･利益を守ることを目的としています。
・高齢者虐待を発見したら・・・・・
　地域や介護施設などで虐待を発見したり、｢虐待かもしれない｣と思ったら、ためらわずに相談・連絡
（通報）してください。高齢者本人が相談することもできます。
　※高齢者虐待を発見したしたときは市町村へ連絡（通報）することが義務付けられています。
・養護者への支援について・・・・・
　高齢者虐待の原因と認知症の有無には、密接な関係があることが明らかになっています。養護者の心
身疲労が虐待の原因となる場合が少なくないことから、ひとりで悩まずに、周囲の協力を得ることが大
切です。高齢者の介護やサービス利用のことなどご相談ください。

　　　　　　　　　　相談や連絡(通報)などの秘密は守られますのでご安心ください。
　　　　　　　　　　［相談・問い合わせ］住民課介護保険係　　　☎（2）1462
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域包括支援センター　☎（2）0068 

高齢者虐待防止法

身体的虐待

｢そんなつもりはない｣ あなたの行動や言葉が、　
　　　　　　　　　　　　　　　　　不安にさせたり　 傷つけたりしていませんか？

高齢者虐待防止!! ～忘れていませんか？ 敬う心 大切にする心～

〇水分や食事を十分に与えない
〇入浴させておらず異臭がする、髪が伸び放題、
　皮膚が汚れている
〇必要な介護･医療サービスを受けさせない
〇室内にゴミを放置するなど劣悪な環境で生活さ
　せる　など

介護等放棄（ネグレクト）

〇日常生活に必要な金銭を渡さない、使わせない
〇年金や預貯金、資産等を本人の意思・利益に反
　して使用する　など

経済的虐待

〇怒鳴る、ののしる、侮辱して子ども扱いを
　する
〇排せつの失敗を嘲笑したり、それを人前で
　話すなど、恥ずかしい思いをさせる
〇無視する　など

心理的虐待

〇排せつの失敗などに対して懲罰的に下半身
　を裸にして放置する
〇わいせつな行為やその強要　など

性的虐待

からだ 経済

こころ 性
放棄



　
晴
天
に
恵
ま
れ
な
が
ら
も
冷
た
い
風
の
吹

い
た
1
月
30
日
、
第
56
回
伊
豆
大
島
椿
ま
つ

り
が
ス
タ
ー
ト
し
、
盛
大
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
お
よ
び
江
戸
み
こ
し
と
あ
ん
こ

パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
友
好
都
市
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く

の
来
賓
を
迎
え
て
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
は
、
椿
ま
つ
り
の
盛
況
を

願
う
鏡
割
り
が
行
わ
れ
、
樽
酒

で
乾
杯
！

　
19
団
体
・
約
1
，
2
0
0
名

に
よ
る
パ
レ
ー
ド
に
は
初
め
て
の

参
加
と
な
る
北
の
御
門
連
の
か
っ
ぽ

れ
や
阿
波
踊
り
も
披
露
さ
れ
、
集
ま
っ
た
観

客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
3

基
の
江
戸
み
こ
し
が
威
勢
よ
く
町
を
練
り
歩

き
、
大
島
に
活
気
が
溢
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
椿
ま
つ
り
は
3
月
21
日
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。

椿まつり開催
!椿まつり開催
!

　
第
20
回
ミ
ス
椿
の
女
王
コ
ン
テ
ス
ト
が
2
月
12
日
（
土
）

会
場
を
元
町
港
船
客
待
合
所
に
変
更
し
て
開
催
さ
れ
、
書
類

審
査
で
選
ば
れ
た
24
名
が
あ
ん
こ
姿
で
自
己
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し

た
。　

二
次
審
査
で
は
審
査
員
か
ら
の
質
問

の
ほ
か
、
椿
の
女
王
に
な
っ
て
都
知

事
に
椿
の
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
み

て
く
だ
さ
い
と
い
う
難
題
も
。

　
み
ご
と
ミ
ス
椿
の
女
王
に
輝
い

た
の
は
、
オ
ペ
ラ
椿
姫
の
乾
杯
の

歌
で
美
声
を
披
露
し
た
埼
玉
県
在
住
の
学
生
・
土
田
彩
花
さ
ん

（
20
歳
）
。
準
ミ
ス
椿
の
女
王
に
は
中
村
ゆ
き
さ
ん
（
25
歳
）
、

松
崎
奈
美
さ
ん
（
24
歳
）
が
選
ば
れ
、
3
名
に
は
こ
れ
か
ら
一

年
間
、
大
島
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
話
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
っ
て
み
ん
な
イ
キ
イ
キ
し
て
る

●
ま
・
ち
・
の
・
わ
・
だ
・
い

●ま・ち・の・わ・だ・い

平成23年3月号15 広報おおしま

　
2
月
11
日
（
金
）
か
ら
14
日
間
、

三
原
山
山
頂
口
に
て
椿
展
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
あ
い
に
く
の
雪
に
よ
り
フ

ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
中

止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

1
1
0
点
の
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
椿
を

は
じ
め
、
や
ぶ
椿
や
園
芸
種
2
5
0

点
が
展
示
さ
れ
、
山
頂
を
訪
れ
た

人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

椿がズラリ！ 椿  展

椿
よ
り
も
美
し
い
　 

ミ
ス
椿
の
女
王
コ
ン
テ
ス
ト
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2
月
11
日
（
金
）
か
ら
椿
ま
つ
り

の
夜
を
彩
る
夜
祭
り
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
午
後
7
時
30
分
か
ら
元
町
港
船
客

待
合
所
に
て
行
わ
れ
る
夜
祭
り
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
店
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、

抽
選
会
や
舞
台
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
。
島

民
も
観
光
客
も
み
ん
な
で
明
日
葉
音

頭
を
踊
る
な
ど
、
賑
や
か
な
夜
を
楽

し
め
ま
す
。

　
3
月
は
13
日
ま
で
の
毎
晩
と
18
〜

21
日
に
開
催
で
す
。

　
2
月
13
日
か
ら
三
原
山
山
頂
口
で
ジ
オ

パ
ー
ク
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
豆
大
島
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
パ
ネ

ル
展
や
国
立
公
園
・
火
山
防
災
に
関
す
る

パ
ネ
ル
展
、
他
地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
紹

介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
ガ
イ
ド
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
た
「
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
」
を
1

日
3
回
実
施
し
て
お
り
、
初
心
者
に
も
楽

し
く
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。

　
3
月
21
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

夜
祭
り
へ
行
こ
う
！

ホスト
ファミリー
に感謝！

ホスト
ファミリー
に感謝！

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
紹
介

新たな

☆
話
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
っ
て
み
ん
な
イ
キ
イ
キ
し
て
る

●
ま
・
ち
・
の
・
わ
・
だ
・
い

●ま・ち・の・わ・だ・い

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
記
念

伊
豆
大
島
と
日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
展
開
催
中
！スライドを使った

バーチャルツアー

パネル展示

　
今
回
も
国
士
舘
大
学
21
世
紀
ア
ジ
ア
学

部
の
留
学
生
11
名
が
来
島
し
、
島
の
文
化

や
産
業
を
体
験
研
修
し
ま
し
た
。

　
椿
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
１
月
30
日

〜
2
月
4
日
ま
で
の
6
日
間
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
7
家
庭
の
協
力
に
よ
り
3
泊
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
ふ
る
さ
と
村
に
2
泊

し
、
島
の
産
業
施
設
を
視
察
、
第
二
中
学

校
と
の
交
流
事
業
も
体
験
し
ま
し
た
。

　
第
二
中
学
校
で
は
、
留
学
生
か
ら
自
国

紹
介
の
あ
と
各
学
年
に
分
か
れ
授
業
や
給

食
に
参
加
。
お
別
れ
に
「
名
づ
け
ら
れ
た

葉
」
が
合
唱
さ
れ
る
と
、
涙
ぐ
む
留
学
生

の
姿
も
見
ら
れ
有
意
義
な
国
際
交
流
の
一

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　
張
さ
ん
が
来
る
こ
と
に
な
っ
て
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
。
本
当
の
家
族
み
た
い

に
僕
を
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
た
。
毎
日
ド

ン
ジ
ャ
ラ
や
人
生
ゲ
ー
ム
を
し
て
遊
ん
で

く
れ
て
楽
し
か
っ
た
。
張
さ
ん
が
い
な
く

な
る
と
淋
し
く
な
っ
た
。
思
い
出
し
て
泣

い
て
い
た
。
ず
っ
と
い
て
ほ
し
か
っ
た
。

見
送
り
の
時
と
て
も
悲
し
か
っ
た
。
で
も

ぼ
く
の
作
っ
た
写
真
た
て
を
あ
げ
た
ら
喜

ん
で
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
い
つ
で
も
い

い
か
ら
ま
た
来
て
ほ
し
い
！
　  

杉
浦
大
地

　　
今
回
、
初
め
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

し
て
中
国
の
学
生
さ
ん
を
迎
え
ま
し
た
。

家
族
4
人
『
新
し
い
家
族
が
増
え
る
』
と

楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
と
の
ほ

か
喜
ん
だ
の
が
小
3
の
息
子
で
、
四
六
時

中
遊
び
相
手
に
な
っ
て
も
ら
い
、
私
た
ち

か
ら
見
て
も
、
本
当
の
年
の
離
れ
た
姉
弟

の
よ
う
で
し
た
。
あ
っ
と
言
う
間
の
3
日

間
で
、
我
が
家
を
去
っ
た
そ
の
日
は
、
一

日
中
泣
い
て
い
ま
し
た
。
留
学
生
の
方
も

息
子
が
い
た
こ
と
で
、
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
せ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
大
人
同
士
の
お
し
ゃ
べ

り
は
、
そ
の
国
に
生
ま
れ
住
ん
で
い
る
人

か
ら
し
か
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
生
の
声

を
聞
か
せ
て
も
ら
い
、
た
い
へ
ん
興
味
深

い
も
の
で
し
た
。
全
て
が
プ

ラ
ス
に
な
っ
た
貴
重
な
時

間
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
一
期
一
会
。
た
く
さ

ん
の
方
と
出
会
え
る

機
会
を
子
ど
も
達
の

た
め
に
も
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

杉浦一家（元町）と張さん
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2
月
5
日
（
土
）・
6
日
（
日
）
の
2

日
間
、大
島
高
校
体
育
館
に
お
い
て
第

10
回
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ッ
プ
Ｊ
Ｈ
Ｓ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、島
内

の
中
学
校
と
島
外
の
6
チ
ー
ム
が
若

さ
溢
れ
る
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
優
勝
カ
ッ
プ
を
手
に
し
た
の
は
、決

勝
戦
で
府
中
第
六
中
（
東
京
）
に
勝
利

し
た
永
田
中（
神
奈
川
）!

　
普
段
は
試
合
を
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
チ
ー
ム
と
の
対
戦
や
、バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
通
じ
た
交
流
の
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

5 1 0 1

4 5

1 8

　
2
月
5
日（
土
）・
6
日（
日
）、
旧
差
木
地
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
第
54
回
大
島
町
体
育

祭
野
球
大
会
（
小
学
生
の
部
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

熱
戦
が
続
く
中
、
た
く
さ
ん
の
好
プ
レ
ー
に
会
場

か
ら
拍
手
が
わ
く

場
面
も
。

　
決
勝
戦
に
進
ん

だ
元
町
サ
ン
デ
ー

ズ
と
差
木
地
パ
ン

サ
ー
ズ
の
対
戦
で

は
、
延
長
戦
を
制
し

た
差
木
地
パ
ン
サ

ー
ズ
が
見
事
優
勝

し
ま
し
た
。

優勝　差木地パンサーズ

激
戦
制
し

差
木
地
パ
ン
サ
ー
ズ
勝
利
！

おめでとう
!差木地パン

サーズ

　
第
40
回
を
迎
え
た
カ
メ
リ
ア
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
2
月
20
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。参
加
申
し
込
み
は
過
去
最
多
の
1
，

1
8
0
人
！
今
大
会
よ
り
計
測
チ
ッ
プ
に

よ
る
自
動
計
測
が
行
わ
れ
、
順
位
や
タ
イ
ム

が
正
確
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
！

　
ス
タ
ー
ト
時
に
降
っ
て
い
た
雨
も
上
が
り
、

4
0
5
人
が
10
㎞
を
、
4
9
8
人
が
5
㎞
を

完
走
し
ま
し

た
。
中
に
は

車
い
す
で
参
加
し
た
選
手
や
あ
ん
こ
姿
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
仮
装
を
し
た
選
手
の
姿
も
あ
り
、

応
援
す
る
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
10
㎞
の
部
で
は
齊
藤
太
郎
選
手
（
ニ
ッ
ポ
ン

ラ
ン
ナ
ー
ズ
）
が
総
合
優
勝
2
連
覇
、
5
㎞
中

学
生
男
子
の
部
で
は
島
崎
裕
貴
選
手

（
あ
き
る

野
西
中
）

が
大
会
記

録
を
更
新

し
ま
し
た
。

差
木
地

　
　
パ
ン
サ
ー
ズ

岡
田
リ
ト
ル
八
幡

元
町
サ
ン
デ
ー
ズ

波
浮
リ
ト
ル

　
　
ハ
ー
バ
ー
ス

北
の
山

　
モ
ー
ニ
ン
グ
ス

島の内外の中学生が熱戦！

レイン
ボーカップ

JH
Sバレーボール大会

カメリアマラソン大会に1,180人
!カメリアマラソン大会に1,180人
!

各部門で入賞した選手たち

【入賞した地元選手】

悟
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第
42
回
東
京
都
民
俗
芸
能
大

会
・
東
京
に
ひ
ろ
が
る
島
の
芸
能

が
2
月
12
・
13
日
に
江
戸
東
京
博

物
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
伊
豆

諸
島
の
島
々
が
一
堂
に
会
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
島
の
伝
統
芸
能
を
披
露

し
ま
し
た
。

　
大
島
か
ら
は
野
増
の
「
大
宮
神
社

祭
り
保
存
会
」
が
参
加
し
、
神
楽
の

「
恵
比
寿
」
と
手
踊
り
「
け
ん
だ

節
」
「
粉
屋
」
「
い
さ
ぎ
甚
句
」
の

3
曲
を
熱
演
。
演
者
の
若
い
衆
・
歌

い
手
・
お
囃
子
衆
の
気
持
ち
が
一
つ

に
な
り
、
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
の
観
衆

の
心
を
打
つ
、
見
応
え
の
あ
る
芸
を

演
じ
き
り
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
の
方
々
の
心
か
ら
の

評
価
の
声
、
そ
し
て
応
援
に
か
け

つ
け
た
島
々
の
多
く
の
方
々
か
ら

称
賛
の
声
が
あ
り
、
「
参
加
し
て

良
か
っ
た
」
「
演
じ
て
良
か
っ

た
」
の
手
ご
た
え
を
た
く
さ
ん
得

て
、
船
に
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
声
援
・
ご
支
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
﹇
大
宮
神
社
祭
り
保
存
会
一
同
﹈

●ま・ち・の・わ・だ・い

○
く
じ
け
な
い
で

﹇
著
者
﹈柴
田
ト
ヨ

﹇
発
行
﹈飛
鳥
新
社

99
歳
の
素
直
な
言
葉

が
つ
づ
ら
れ
た
詩
集
。

○
月
と
蟹

﹇
著
者
﹈道
尾
秀
介

﹇
発
行
﹈文
藝
春
秋

ヤ
ド
カ
リ
を
神
様
に

し
て
祈
る
子
ど
も
の

心
を
描
く
、直
木
賞
作
品
。

○
き
こ
と
わ

﹇
著
者
﹈朝
吹
真
理
子﹇
発
行
﹈新
潮
社

2
人
の
女
性
の
再
開
。そ
し
て
ふ
た
た
び

時
間
が
流
れ
始
め
…
。芥
川
賞
受
賞
作
品
。

○
日
本
百
景

﹇
発
行
﹈世
界
文
化
社

日
本
の
美
し
い
自
然
を
堪
能
し
よ
う
！

○
N
e
w
t
o
n
別
冊
　

　
ノ
ー
ベ
ル
賞
1
1
0
年
の
全
記
録

 

日
本
の
受
賞
科
学
者
全
15
人
を
完
全
紹
介

﹇
発
行
﹈ニ
ュ
ー
ト
ン
プ
レ
ス

○
ぼ
く
の
図
書
館
カ
ー
ド

﹇
文
﹈ウ
イ
リ
ア
ム
・
ミ
ラ
ー

﹇
絵
﹈グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ク
リ
ス
テ
ィ

﹇
訳
﹈斉
藤
規﹇
発
行
﹈新
日
本
出
版
社

本
が
借
り
ら
れ
る
っ
て
幸
せ
な
こ
と
。

○
た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
　
さ
く
ら

﹇
文
・
絵
﹈今
井
眞
利
子

﹇
発
行
﹈福
音
館
書
店

イ
ロ
イ
ロ
な
さ
く
ら
が

あ
る
ん
だ
ね
。

大
宮
神
社
祭
り
保
存
会

東
京
都
民
俗
芸
能
大
会
で
熱
演
!

大
宮
神
社
祭
り
保
存
会

東
京
都
民
俗
芸
能
大
会
で
熱
演
!

　
懐
か
し
い
、
産
ま
れ
育
っ
た
大
島
を
離
れ
50
年
近
く
に
な

り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
の
大
島
の
光
景
は
、
赤
禿
か
ら
伊
豆

半
島
に
沈
ん
で
ゆ
く
夕
焼
け
の
景
色
で
す
。
天
気
の
良
い
晴

れ
た
日
の
、
あ
の
夕
焼
け
は
絶
景
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
利

島
や
石
廊
崎
に
沈
む
夕
焼
け
は
、
波
浮
の
港
に
歌
わ
れ
た

「
明
日
の
日
和
は
や
れ
ほ
ん
に
さ
凪
る
や
ら
」
の
歌
詞
に
表

現
さ
れ
て
い
る
眺
め
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
帰
島
の
度
に
必

ず
訪
ね
る
好
き
な
場
所
で
す
。
澄
み
渡
っ
た
伊
豆
半
島
の
夜

景
も
懐
か
し
い
光
景
と
し
て
深
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
思
い

出
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
水
戸
市
・
山
口
儀
己
】

とっておき大島とっておき大島

　「
と
っ
て
お
き
大
島
」
の
写
真
や
絵
と
1
5
0
字
程
度
の
お

す
す
め
文
章
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、匿
名
希
望
の
方
は

ペ
ン
ネ
ー
ム
を
添
え
て
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈　
町
長
室
秘
書
広
報
係
　
☎（
2
）1
4
4
4

「
と
っ
て
お
き
大
島
」
募
集
！ ★平成20年、町長の考案により

 「夕日の丘赤禿」と名づけられました。



髙
橋
　
愛
子
ち
ゃ
ん
　
　
義
徳
・
弓
佳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
／
17
（
元
　
町
）

植
松
　
拓
也
く
ん
　
　
　
隆
・
千
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
／
18
（
元
　
町
）

古
屋
　
木
陸
く
ん
　
　
　
博
史
・
小
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
／
19
（
差
木
地
）

橘
薗
　
一
星
く
ん
　
　
　
芳
明
・
涼
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
／
22
（
元
　
町
）

西
尾
　
心
音
ち
ゃ
ん
　
　
伸
吾
・
の
ぞ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
／
24
（
岡
　
田
）

太
田
　
陽
菜
ち
ゃ
ん
　
　
幸
治
・
真
帆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
／
24
（
ク
ダ
ッ
チ
）

杉
本
　
晃
太
郎
く
ん
　
　
大
典
・
香
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
／
25
（
岡
　
田
）

1
／
6
〜
2
／
5
ま
で
に

　
届
け
出
の
あ
っ
た
人
（
敬
称
略
）

赤
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
父
・
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
／
日
　
住
　
所

ち
　こ

た
く
や

い
っ
せ
い

は
る
な

こ
う
た
ろ
う

き
り
く

こ
こ
ね
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守
る
会
で
は
「
イ
ズ
ノ
シ
マ
ダ
イ
モ
ン

ジ
ソ
ウ
」
と
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
を
保
護
・

育
成
し
て
い
ま
す
。
昨
年
4
月
に
は
育
成

株
を
愛
宕
山
北
側
土
手
に
移
植
し
ま
し
た
。

今
回
は
「
種
と
挿
し
芽
で
株
を
増
や
す
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。
根
気
と
水
や
り
が

あ
れ
ば
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
は
少

し
で
す
が
種
と
挿
し
芽
を
お
分
け
し
ま
す

の
で
、
自
宅
で
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
3
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時

﹇
場
所
﹈
藤
井
工
房

　
　
　 

（
役
場
横
の
ド
ー
ム
）
で
実
演

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
藤
井
ト
ラ
オ

　
　
☎
0
9
0
│

4
0
2
6
│

0
6
4
5

　
イ
ベ
ン
ト
や
模
擬
店
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
4
月
3
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
20
分

　
　
　
　
※
雨
天
決
行

﹇
場
所
﹈
藤
倉
学
園

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
藤
倉
学
園
　
☎
（
2
）
2
3
6
2

 

二
次
募
集（
新
１
年
生
）

　
定
時
制
で
は
社
会
人
の
方
も
積
極
的
に

募
集
し
て
い
ま
す
。学
び
の
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

﹇
願
書
受
付
﹈本
校
経
営
企
画
室

　
3
月
23
日（
水
）　
午
後
3
時
〜
7
時

﹇
試
験
日
﹈3
月
28
日（
月
）

※
中
学
校
を
修
了
し
て
い
れ
ば
何
歳
で
も

　
応
募
で
き
ま
す
。

 

補
欠
募
集（
2
〜
4
年
生
）

﹇
願
書
受
付
﹈本
校
経
営
企
画
室

　
3
月
24
日（
木
）・
25
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
6
時
30
分

﹇
試
験
日
﹈3
月
28
日（
月
）

※
現
在
高
等
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
方
が

　
対
象
で
す
。

 

英
会
話
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

　
外
国
人
観
光
客
に
対
応
で
き
る
英
会
話

を
練
習
し
ま
す
。初
心
者
の
方
、大
歓
迎
で

す
。電
話
に
て
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈3
月
5
日（
土
）

　
　
　
午
後
5
時
30
分
〜
7
時

﹇
後
援
﹈大
島
町
教
育
委
員
会

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
大
島
高
等
学
校
　
☎（
2
）1
4
3
1

　
　
　
　
定
時
制
副
校
長
　
千
葉
ま
で

大
島
高
校
定
時
制

大
島
野
草
を
守
る
会

入
学
者
選
抜

　
　
地
域
開
放
セ
ミ
ナ
ー

﹇
内
　
容
﹈
寄
せ
植
え
と
苔
玉
づ
く
り

﹇
日
　
時
﹈
3
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

﹇
場
　
所
﹈
椿
公
園
（
元
町
）

﹇
費
　
用
﹈
教
材
費
5
0
0
円

﹇
主
　
催
﹈
伊
豆
大
島
花
の
会

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
宮
脇
四
郎
　
☎
（
2
）
1
8
2
4

藤
倉
学
園

　
　 
お
花
見
会

［日　　時］3月20日（日）小雨決行
［集合場所］前田クリニック上町道
［順　　路］開拓道路→泉津漁港→都道→
　　　　　　前田クリニック上町道
［時　　間］9:15～15:00頃まで　
［持　　参］雨具、防寒具、昼飯、飲み物、
　　　　　　手袋等
［条　　件］すべて自己責任、交通規則遵守

丸尾　時彦  ☎（4）0498
北原　末松  ☎（2）0759
髙橋　敏生  ☎（4）1271
内堀　昇一  ☎（4）0279
嶋田　幸子  ☎（4）0668

天候等都合によりコース変更することが
あります。

問い合わせ、相談、要望等は下記へ
ご連絡ください。

O W C 伊 豆 大 島
ウォーキングクラブ《               　　》

＊泉津開拓ウォーク＊

第154回
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ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

﹇
日
　
時
﹈

　
　
3
月
17
日
（
木
）
午
後
7
時
30
分
〜

　
　
　
　
31
日
（
木
）
午
後
7
時
30
分
〜

﹇
場
　
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
曲
　
目
﹈
さ
く
ら
　
他

﹇
指
　
導
﹈
大
久
保
省
三
先
生

　
（
大
島
高
校
出
身
・
芸
大
声
楽
科
卒
業
）

﹇
会
　
費
﹈
月
額
1‚
0
0
0
円

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
橋
本
　
光

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
3
6
1
4

　
少
年
野
球
チ
ー
ム
「
北
の
山
モ
ー
ニ

ン
グ
ス
」
が
な
く
な
り
そ
う
で
す
！

　
部
員
不
足
の
た
め
、
こ
の
ま
ま
で
は

4
月
以
降
、
旧
北
の
山
小
学
校
グ
ラ
ン

ド
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
消

え
て
し
ま
い
ま
す
。
残
り
少
な
い
人
数

で
頑
張
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
楽
し
く
野
球
を
し
ま
せ
ん
か
？

﹇
練
習
日
﹈
毎
週
土
・
日

　
　
　
　
　
午
前
9
時
〜
正
午

﹇
場
所
﹈
旧
北
の
山
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

﹇
募
集
期
間
﹈
3
月
31
日
ま
で

﹇
対
象
﹈
小
学
校
新
１
〜
6
年
生
の

　
　
　
　
男
女
（
全
島
）

﹇
会
費
﹈
月
5
0
0
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保

　
　
　
　
険
含
む
）
×
加
入
月
数

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
父
母
の
会
　
会
長

　
　
里
見
直
規
　
☎
（
2
）
0
1
0
7

　
監
督
　

　
　
小
蔦
浩
司
　
☎
（
2
）
2
7
6
6

大
島
公
園
だ
よ
り

部
員
募
集
!

No.
150

島
公
園
の
サ
ル
島
で
は
バ
ー
バ
リ

ー
シ
ー
プ
と
ワ
オ
キ
ツ
ネ
ザ
ル
を

群
れ
で
飼
育
し
て
い
ま
す
。
3
〜
4
月

に
な
る
と
両
種
と
も
出
産
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
サ
ル
島
は
ま
す
ま
す
賑
や
か
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ー
バ
リ
ー
シ
ー
プ
の
赤
ち
ゃ
ん
を

見
つ
け
る
と
、
職
員
は
一
刻
も
早

く
捕
ま
え
て
性
別
を
確
認
し
、
耳
に
タ

グ
を
装
着
し
ま
す
。
タ
グ
を
一
度
装
着

し
て
し
ま
え
ば
、
い
つ
で
も
個
体
情
報

を
把
握
で
き
る
か
ら
で
す
。
な
ぜ
赤
ち

ゃ
ん
の
出
産
日
に
タ
グ
を
装
着
す
る
の

で
し
ょ
う
か
？
実
は
、
バ
ー
バ
リ
ー
シ

ー
プ
は
元
々
ア
フ
リ
カ
の
砂
漠
や
岩
場

に
生
息
し
て
お
り
、
赤
ち
ゃ
ん
は
生
ま

れ
た
初
日
か
ら
崖
を
登
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
産
ま
れ
た
初
日
〜
2
日
目
な
ら
、

職
員
が
追
い
続
け
れ
ば
、
持
久
力
が
劣

る
赤
ち
ゃ
ん
を
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
が
出
産
3
日
目
と
な
る
と
、

か
な
り
の
持
久
力
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、

ま
ず
通
常
の
人
間
で
は
捕
獲
で
き
ま
せ

ん
。
も
し
耳
に
タ
グ
の
な
い
赤
ち
ゃ
ん

を
見
つ
け
た
ら
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　
大
島
公
園
椿
資
料
館
は
、
建
て
替
え

工
事
を
完
了
し
、
椿
ま
つ
り
に
あ
わ
せ

て
１
月
28
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
新
椿
資
料
館
は
旧
資
料

館
の
デ
ザ
イ
ン
を
踏
襲
し
、
椿
の
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
や
椿
に
関
す
る
工
芸
品
を

始
め
、
大
島
の

航
空
写
真
や
、

ク
イ
ズ
を
楽
し

め
る
情
報
検
索

コ
ー
ナ
ー
を
新

設
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
椿
を
楽
し

み
、
学
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

大バ

耳にタグ

北
の
山

モ
ー
ニ
ン
グ
ス

大
谷
康
子 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

「
椿
姫
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

「
椿
姫
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

椿
資
料
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

﹇
日
時
﹈
3
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
1
部
　
午
後
3
時
〜
4
時

　
　
　
　
2
部
　
午
後
7
時
〜
9
時

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
2
階
　
大
集
会
室

﹇
演
奏
﹈
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
　
大
谷
康
子

　
　
　
　
ピ
ア
ノ
　
　
　
　
藤
井
一
興

﹇
曲
目
﹈

　
オ
ペ
ラ
「
椿
姫
」
か
ら
「
乾
杯
の
歌
」

　
サ
ラ
サ
ー
テ

　
　
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
」
　
他

﹇
料
金
﹈
無
料

﹇
主
催
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
㈱
椿
　
☎
（
2
）
5
0
9
1
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1
／
6
〜
2
／
5
ま
で
に
届
け
出
が
あ
っ
た
人

川
津
　
清
一
さ
ま（
61
・
北
の
山
）
1
／
11

千
葉
久
太
郎
さ
ま（
75
・
元
　
町
）
1
／
15

吉
澤
　
　
晟
さ
ま（
70
・
ク
ダ
ッ
チ
）
1
／
17

迸
山
　
貞
子
さ
ま（
93
・
ホ
ー
ム
）
1
／
19

宮
本
　
友
子
さ
ま（
89
・
泉
　
津
）
1
／
19

門
井
　
雄
作
さ
ま（
62
・
泉
　
津
）
1
／
24

鈴
木
　
一
雄
さ
ま（
76
・
岡
　
田
）
1
／
25

淺
沼
　
周
司
さ
ま（
85
・
ホ
ー
ム
）
1
／
26

杉
井
　
德
子
さ
ま（
78
・
差
木
地
）
1
／
30

西
濱
　
泰
平
さ
ま（
88
・
ホ
ー
ム
）
1
／
30

新
見
　
紀
代
さ
ま（
85
・
元
　
町
）
2
／
3

米
山
　
五
一
さ
ま（
92
・
ホ
ー
ム
）
2
／
5

友
引
の
日
の
火
葬
業
務
は
休
業
と
な
り
ま
す

航
空
便
発
着
時
刻
表

3
月
1
日
〜
31
日

東  京 　 大  島 　 東  京便名 機　種

1843
1844

DHC8 8:55発
10:45着

    9:30着
10:15発

東  京 　 大  島 　 東  京便名 機　種

1843
1844

DHC8 8:55発
10:45着

    9:35着
10:10発

※
出
発
時
刻
の
15
分
前
ま
で
に
保
安
検 

　
査
場
を
お
通
り
い
た
だ
け
る
よ
う
余

　
裕
を
も
っ
て
空
港
へ
お
越
し
く
だ
さ

　
い
。

☆
飛
行
機
を
ご
利
用
の
方
へ
☆

　
航
空
機
へ
は
、
成
分
表
示
の
な
い
椿

油
な
ど
の
手
荷
物
受
託
・
機
内
持
込
と

も
に
お
断
り
し
て
い
ま
す
。
航
空
機
を

ご
利
用
の
方
は
、
容
器
に
成
分
表
示
が

あ
る
か
ど
う
か
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
Ａ
Ｎ
Ａ
予
約
・
料
金
・
問
い
合
わ
せ

　
☎
0
5
7
0
（
0
2
9
）
2
2
2

●
貨
物
運
航
等
の
お
問
い
合
わ
せ

　
☎
（
2
）
2
3
3
7

小 袖
　
3
月
3
日
ま
で
、
大
島
空
港
２
階
レ
ス

ト
ラ
ン
前
に
雛
人
形
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

　
折
り
紙
で
作
っ
た
椿
と
ア
メ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
Ａ
Ｎ
Ａ
カ
ウ
ン
タ
ー
係
員
ま
で
お
声
掛

け
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
椿
ま
つ
り
期
間
中

　
　
　
　
3
月
21
日
（
月
）
ま
で
開
催

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
曜
定
休
）

﹇
資
料
提
供
﹈
里
喜
本
社
中

﹇
場
所
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
木
村
五
郎
・
農
民
美
術
資
料
館

　
（
藤
井
工
房
）
　
☎
（
2
）
1
6
2
8

空
港
に
雛
人
形
を

　
見
に
行
こ
う
！

郷
土
資
料
館
展
示
品
の
紹
介

大
島
里
喜
　
資
料
展

﹇
日
時
﹈
3
月
19
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

﹇
場
所
﹈
海
の
ふ
る
さ
と
村

﹇
料
金
﹈
1
，
0
0
0
円
（
昼
食
付
き
）

﹇
申
込
締
切
﹈
3
月
16
日
（
水
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
海
の
ふ
る
さ
と
村

　
　
　
　
　
　
☎
（
4
）
1
1
3
7

塩
作
り
体
験
教
室

　
郷
土
資
料
館
に
、
期
間
限
定
で
東
京

都
指
定
有
形
文
化
財
の
〈
小
袖
〉
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
1
6
5
0
年
頃
か
ら
泉
津

の
宮
本
家
・
坂
下
家
に
代
々
伝
わ
る
と

言
わ
れ
る
小
袖
で
、
先
代
ま
で
は
こ
れ

を
身
に
ま
と
い
縞
の
角
帯
を
締
め
、
盆

に
は
一
晩
中
、
新
盆
の
家
々
を
廻
り
踊

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
歴
史
あ
る
資
料
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

﹇
展
示
期
間
﹈
3
月
27
日
（
日
）
ま
で

﹇
入
館
料
﹈

　
・
大
人
2
0
0
円 

・
小
人
1
0
0
円

﹇
開
館
時
間
﹈

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
郷
土
資
料
館
　
☎
（
2
）
3
8
7
0

3月1日～3月26日

3月27日～3月31日

―
大
島
民
謡
と
踊
り
を
広
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
功
労
者
の
足
跡
―

し
ょ
う
ち
く
ば
い
つ
る
か
め
ぬ
い
と
り
も
ん
そ
う
も
よ
う

き
き
ょ
う
も
ん
き
ん
し
ぬ
い
と
り
も
じ
い
り
そ
う
も
よ
う

右
側
　
桔
梗
文
金
糸
繍
文
字
入
総
模
様

左
側
　
松
竹
梅
鶴
亀
繍
文
総
模
様

東京都指定有形文化財

込
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広報

2011年
（平成23年）

3月号

行 政 と み な さ ん を 結 ぶ

No.533

総務課

町長室

観光商工課

教育文化課

議会事務局

会計室

住民課

　住民戸籍係

税務課

福祉けんこう課

水道課

生活環境課

産業課

建設課

消防本部

（2）1443

（2）1444

（2）1446

（2）1453

（2）1449

（2）1452

（2）1462

（2）1448

（2）1465

（2）1471

（2）1478

（2）1487

（2）1445

（2）1482

（2）0119

各
課
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

大島町役場 ★ホームページ　　　http://www.town.oshima.tokyo.jp/
　　　　　 ★Eメール（町長室）town-build@town.oshima.tokyo.jp
　　　　　 ★Eメール（町長）  mayor@town.oshima.tokyo.jp

おおしま
住民カレンダー March（弥生）3月3月

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1

8

15

22

29

5

6

13

20

27

3

5

12

19

26

2

7

14

21

28

4

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

大島海洋国際高校
図書館開放日
（土のみ2時～4時）

移動図書館車
ひまわり号巡回日
（雨天中止）

ご
み
収
集

普通ごみ
金属類

元－元町、北－元町字仲野馬の背以北及び北の山
岡－岡田、泉－泉津、野－野増、間－間伏
差－差木地、ク－クダッチ、波－波浮港、沖の根

注：差木地沖の根地区の方は、波浮港地区の収集日に収集しています。

《
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
》
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
朝
8
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
2
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
日
程
変
更
等
に
つ
い
て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

4

11

18

25

1

元 　 町
北 の 山
岡 　 田
泉 　 津
野 　 増
差 木 地
波 浮 港

計
昨 年

1,471世帯
780 〃 
462 〃 
228 〃 
340 〃 

1,075 〃 
474 〃 

4,830世帯
4,824世帯

2,744人
1,444〃　   
901〃　
421〃　
581〃　
1,848〃　
715〃　

8,654人
8,745人

大島町の世帯と人口
（23・2・1）

江戸みこしと
あんこパレー

ド
江戸みこしと

あんこパレー
ド

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2.3.4・北・野
岡・泉・差・波
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

ちびっ子歯科相談
6・9カ月児健診

歯周病予防相談火山博物館休館 水道メーター検針
（～27日）
親子で歯科相談

大島町文化祭作品展
（～13日）

国民健康保険税
　第10期納付期限
水道料金納付期限

行政相談
こころの健康相談
6・9カ月児健診

大島C級グルメ
　　　　　選手権

6・9カ月児健診

サンセット
パームライン
駅伝競走大会

住民税申告受付
（波浮港老人福祉館）
メタボ予防食事相談
6・9カ月児健診

住民税申告受付
（開発総合センター）

住民税申告受付
（差木地公民館）

住民税申告受付
（野増出張所）
簡単バランス食相談

住民税申告受付
（岡田コミュニティセンター）
法律相談
こころの健康相談
6・9カ月児健診

住民税申告受付
（泉津公民館）
糖尿病予防栄養相談

御神火温泉休館住民税申告受付
（北の山公民館）

（4月）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

ク・間

ク・間

ク・間
発泡スチロール
（各地区回収箱）

波

波

波

波

ウルトラランニング農業委員会

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・波

プラスチック製品
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・波

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・波

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・ク
間

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・ク
間

ク・間
発泡スチロール
（各地区回収箱） 波

元1.2・北・野・ク
間

（北部）

（南部）

（北部）

（北部）

（南部）

大
島
町
文
化
祭
　
作
品
展

3
月
11
日（
金
）〜
13
日（
日
）　
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

春分の日

燃やせるゴミ
収集しません

椿まつりオープニングパレードに“ 江戸みこし ”参加のきっかけ
はなんだろう？今年 36回目だけれど…？
当時あまり盛大ではなかった椿まつりオープニング。東海汽船の
山崎社長が営業にいた頃「景気づけに！」と浅草の神輿会「助六会」
に入り、昭和 51年に仲間を誘って 2基のみこしで参加したのが始
まりとのこと。
毎年パレードを盛り上げるために参加してくれる江戸みこしに
は、そんな歴史があったのかぁ。感謝！！㋐

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

C級グルメ
選手権大会

3月20日（日）


